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1．都 市 計 画      

(1) 都市計画区域 

     昭和 8 年の都市計画法改正に伴い、昭和8年9月に豊岡町・高田を合併した新多 

治見町と小泉村・池田村の平地部を含めた地域で都市計画区域が決められました。 

     その後、都市計画区域は昭和27年 4 月に町村の合併を受けて市域の全部となり、昭和58年 4  

月には、昭和35年 4 月に合併した南姫地区を都市計画区域に取り込みました。 

さらに、平成18年1月23日に笠原町と合併し、平成22年12月24日に笠原都市計画区域を多治見 

都市計画に統合し、現在に至っています（平成31年4月現在 9,125ha）。  

 

     都市計画区域の変遷 

告    示 面    積 備           考 

昭和 8年 9月 

昭和 27年  4月 

昭和 58年  4月 

平成  8年 10月 

平成 22年 12月 

       

 6,338ha  

      7,786ha 

      7,769ha 

       9,124ha 

 多治見町、小泉村と池田村の一部 

 多治見市の全部 

 姫地区の編入 

 「線引き」の告示 

笠原都市計画区域の編入 

(2) 地域地区 

     土地利用に一定の制限を与え、合理的で計画的なまちづくりをめざします。 

   ① 用途地域 

    都市では放っておくといろいろな用途や形態の建物が無秩序に乱立し、騒音、悪臭、日照 

     問題など生活環境の悪化や都市機能の混乱を招く恐れがあります。 

    そのため、住宅、商店、工場などを適切に配置して良好な市街地環境をつくりだし、機能 

     的な都市活動を確保することを目的として、地域地区の中に「用途地域」が設けられていま 

     す。 

    用途地域は、都市計画の基本的な内容の一つとなっています。 

   用途地域の指定状況（推移）  

[多治見都市計画区域] 

種  別 

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 第3回変更 第4回変更 第5回変更 

建告第1187号 

S43.4.20 

県告第1065号 

S48.12.25 

県告第307号 

S58.3.31 

県告第850号 

S60.12.17 

県告第258号 

H1.3.31 

県告第797号 

H2.12.25 

住 

居 

系 

第1種住居専用地域 

第2種住居専用地域 

準 住 居 地 域        

住 居 地 域        

      －ha 

     － 

     － 

   872.0 

  293.0ha 

   114.0 

     － 

   871.0 

   574.1ha 

   162.5 

     － 

   820.3 

  572.9ha 

   162.5 

    － 

   794.7 

   567.4ha 

   167.4 

     － 

   811.2 

   600.3ha 

   167.4 

      － 

   815.5 

商
業
系 

近隣商業地域        

商 業 地 域        

     － 

    71.2 

    3.0 

   140.0 

     6.2 

   140.0 

    7.4 

   140.0 

    8.0 

   143.5 

    8.0 

   143.5 

工
業
系 

準 工 業 地 域        

工 業 地 域        
   326.5 

     － 

   652.0 

     － 

   699.9 

    － 

   701.5 

   24.0 

   708.4 

   24.0 

   708.4 

    24.0 

合  計  1,269.7  2,073.0  2,403.0  2,403.0  2,429.9  2,467.1 
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[多治見都市計画区域] 

 種  別 

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 第3回変更 第4回変更 第5回変更 

市告第42号 

H8.4.1 

市告第90号 

H8.10.1 

市告第37号 

H13.3.30 

市告第97号 

H16.5.17 

市告第225号 

H22.12.24 

市告第137号 

H28.4.1 

住 
 

居 
 

系 

第1種低層住居専用地域 

第2種低層住居専用地域 

第1種中高層住居専用地域 

第1種住居地域 

第2種住居地域 

準 住 居 地 域        

 596.0ha 

    97.0 

   129.0 

   740.0 

    12.0 

    14.0 

662.0ha 

    97.0 

   122.0 

   814.0 

    12.0 

  14.0 

   675.0ha 

   102.0 

   128.0 

   783.0 

    12.0 

    14.0 

   632.0ha 

   102.0 

   129.0 

   785.0 

    12.0 

   14.0 

   645.0ha 

   102.0 

   170.0 

   881.0 

    19.0 

   14.0 

   645.0ha 

   102.0 

   170.0 

   881.0 

    19.0 

   14.0 

商
業
系 

近隣商業地域        

商 業 地 域        

8.0 

   144.0 

12.0 

142.0 

   12.0 

   148.0 

   12.0 

   148.0 

   42.0 

   148.0 

   42.0 

   148.0 

工
業
系 

準 工 業 地 域        

工 業 地 域        
689.0 

   35.0 

725.0 

59.0 

   726.0 

   59.0 

   725.0 

   59.0 

   979.0 

  101.0 

   999.0 

  101.0 

合  計  2,464.0  2,659.0  2,659.0 2,618.0  3,101.0  3,121.0 

※ 平成 4 年 6 月、都市計画法の改正に伴う用途種別が変わったため、平成 8 年 4 月

に新しい用途地域を指定しました。 

 

[笠原都市計画区域] 

種  別  

都市計画決定 

建告第481号 

H3.8.1 

住 

居 

系 

第1種住居専用地域 

第2種住居専用地域 

準 住 居 地 域        

住 居 地 域        

    21.2ha 

     － 

     － 

   130.0 

商
業
系 

近隣商業地域        

商 業 地 域        

   18.7 

     － 

工
業
系 

準 工 業 地 域        

工 業 地 域        
   255.5 

   53.2 

合  計   478.6 

  

       

※ 平成 4 年 6 月、都市計画法の改正に伴う用途種別が変わったため、平成 8 年 1   

月に新しい用途地域を指定しました。 

② 特別用途地区 

    用途地域内において特別の目的からする土地利用の増進、環境の保護などを行う地区で、 

     当市では特別工業地区を指定しています。 

  a 特別工業地区 

    陶磁器産業の保護育成を目的として、特別工業地区を指定しています。この地区には、建

築制限を緩和する地区と強化する地区の 2 種類があります。 

種  別 

都市計画決定 都市計画決定 

町告第1号 

H8.1.1 

市告第225号 

H22.12.24 

住 

居 

系 

第1種低層住居専用地域 

第2種低層住居専用地域 

第1種中高層住居専用地域 

第1種住居地域 

第2種住居地域 

準 住 居 地 域        

30.0ha 

     － 

    13.0 

   126.0 

     6.5 

    － 

 

 

 

 

多治見都市 

計画に統合 

商
業
系 

近隣商業地域        

商 業 地 域        

20.0 

      － 

工
業
系 

準 工 業 地 域        

工 業 地 域        
256.0 

53.0 

合  計    504.5 
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[多治見都市計画区域] 

種     別 

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 第3回変更 第4回変更 

建告第1187号 

Ｓ43.4.20 

市告第15号 

Ｓ58.3.31 

市告第25号 

Ｈ1.3.31 

市告第43号 

Ｈ8.4.1 

市告第38号 

Ｈ13.3.30 

特別工業地区(緩和) 

特別工業地区(制限) 

  39.4 ha 

 

  39.4 ha 

91.5 

  39.4 ha 

97.9 

   39.4 ha 

101.8 

   39.4 ha 

110.2 

合       計 39.4 130.9 137.3 141.2 149.6 

    

種     別 

第5回変更 第6回変更 

市告第226号

Ｈ22.12.24 

市告第136号

Ｈ28.4.1 

第一種特別工業地区 

第二種特別工業地区 

第一種特別工業制限地区 

第二種特別工業制限地区 

  39.4 ha 

46.6 

112.2 

98.4 

  39.4 ha 

46.6 

112.2 

98.4 

合       計 296.6 296.6 

 

 [笠原都市計画区域] 

種     別 

都市計画決定 

町告第24号 

Ｈ3.8.1 

市告第226号 

Ｈ22.12.24 

特別工業地区(緩和) 

特別工業地区(制限) 

42.2 ha 

91.1 

多治見都市 

計画に統合 

合       計 133.3 ― 

  

③ 防火地域、準防火地域 

    狭小住宅が多く、人口が集中しているなど火災による災害の危険性が高い地域において、 

     建物の集団的不燃化をめざし、防火地域と準防火地域を指定しています。 

[多治見都市計画区域] 

種     別 

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 第3回変更 第4回変更 第5回変更 

建告第1934号 

Ｓ34.10.6 
－ 

建告第929号 

Ｓ43.3.30 

市告第227号 

Ｈ22.12.24 

市告第130号 

Ｈ28.4.1 
市告第273号 
Ｈ28.10.26 

防火地域 

準防火地域 

   1.21 ha 

14.67 

   5.04 ha 

12.71 

  18.8 ha 

54.5 

18.8 ha 

60.1  

  18.8 ha 

60.1 

  20.4 ha 

58.5 

合  計 15.88 17.75 73.3 78.9 78.9 78.9 
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④ 駐車場整備地区 

    主に商業地域内において円滑な道路交通を確保するために駐車場整備地区が指定されてい 

ます。          

[多治見都市計画区域] 

駐 車 場 整 備 地 区          

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 

市告第69号 

Ｓ46.10.25 

市告第16号 

Ｓ53.4.1 

市告第92号 

Ｈ16.4.1 

87.0 ha 156.0 ha 220.0 ha 

 

⑤ 風致地区 

    都市の風致を維持するため、次の地区で風致地区が指定されています。 

[多治見都市計画区域] 

虎 渓 山     風 致 地 区      

都市計画決定 第1回変更 第2回変更 

県告第306号 
Ｓ58.3.31 

県告第476号 
Ｈ16.5.18 

市告第75号 
Ｈ25.3.29 

 37.4 ha  40.9 ha   48.6 ha 

 

窯 洞 風 致 地 区      

都市計画決定 第1回変更 

県告第306号 
Ｓ58.3.31 

県告第476号 
Ｈ16.5.18 

 15.9 ha  18.6 ha 

 

高 根 山     風 致 地 区      

都市計画決定 

県告第306号 
Ｓ58.3.31 

 14.1 ha 

 

中 峰 谷 風 致 地 区 

都市計画決定 

市告第198号  
Ｈ19.11.1 

 1.6 ha 

 

池 田 風 致 地 区 

都市計画決定 

市告第349号の2  
Ｈ27.12.10 

 27 ha 

 

(3) 地区計画 

   地区計画は、住民が主体となってつくる、建物や道路、公園等に関する地区独自のルールで

す。地内で行われる建築・開発行為等を地区計画の内容に沿って規制・誘導することで、目標と

するまちづくりの実現を図ることができます。 

  市内では、現在滝呂町の一部、ほか８カ所で地区計画を定めています。 
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   滝呂地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

地区施設の整備方針 

建築物等の整備方針 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

 

敷 地 面 積          

壁 面 の 位 置          

 

 

 

 

 

垣または柵の構造          

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

滝呂町 9 丁目、12丁目、13丁目、14丁目、17丁目の各一部 

44.2ha 

本地区は多治見市街地南東部に位置し、土地区画整理事業及び宅地開発事

業の施行により道路・公園等の公共施設及び宅地が整備されました。 

本計画は、今後予想される居住環境の悪化を未然に防止するとともに、秩

序ある市街地を計画的に誘導し、良好な居住環境を将来にわたって維持、

発展させることを目標としています。 

郊外住宅にふさわしい周辺の自然と調和のとれた住環境のための土地利

用を図ります。 

地区施設の整備が、その機能、環境を損なわないように努めます。 

一般住宅地区における日照、景観、ゆとりを保つための規制・誘導をしま

す。 

また、センター地区については一般住宅地の住環境を損なわないように誘

導します。 

滝呂地区における地区整備計画として「建築物等の用途制限」「建築物の 

敷地面積の最低限度」「壁面の位置の制限」「垣または柵の構造基準」 

「建築物等の形態または意匠の制限」が定められています。 

（Ａ地区27.9ha、Ｂ地区1.2ha、Ｃ地区13.9ha、Ｄ地区1.2ha） 

Ａ～Ｃ地区では用途地域の制限のほか、それぞれの地区の特性に応じて公

衆浴場、3.3㎡を超える畜舎等が建築できません。Ｄ地区では原動機を使

用する工場で一定規模以上のものは建築できません。 

建築物の敷地面積は最低200㎡とします。 

建築物の外壁から道路境界線までの距離は 1.5 ｍ以上とします。 

               （Ｃ地区は1.0ｍ以上） 

門柱、門塀の外壁から道路境界線までの距離は 1.0 ｍ以上とします。 

（Ｃ地区は0.6ｍ以上） 

擁壁面から道路境界線までの距離は 0.6 ｍ以上とします。 

               （Ｃ地区は制限がありません） 

垣や柵は生け垣や透視性の良いフェンスとし、ブロック塀などは設置でき 

ません。 

刺激的な原色や奇抜な装飾を避け、落ち着きのあるデザインとします。 
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   西部緑のまち地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

 

地区施設の整備方針 

 

建築物等の整備方針 

      

地 区 整 備 計 画          

 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

壁 面 の 位 置          

垣または柵の構造          

 

 

 

 

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

喜多町8 丁目、9丁目、10丁目の各一部 

約4.9ha 

本地区は多治見市街地西部に位置し、土地区画整理事業の施行により、道

路、公園等の公共施設及び宅地が整備されました。 

本計画は、土地区画整理事業により創出された良好な居住環境の悪化を未

然に防止するとともに、秩序ある市街地を計画的に誘導し、良好な居住環

境を将来にわたって維持、発展させることを目標としています。 

良好な居住環境を有する低層専用住宅地としてのまちなみ形成を目指し、

建築物等の規制・誘導を推進し郊外住宅にふさわしい緑豊かでゆとりある

居住環境の形成と合理的な土地利用を図ります。 

土地区画整理事業及び宅地開発事業により整備された地区施設について、

その機能・環境が損なわれないように維持・保全に努めます。 

美観上等の配慮から垣または柵の構造を規制し落ち着きのある良好な居

住環境が形成されるよう誘導します。 

西部緑のまち地区における地区整備計画として「建築物等の用途制限」「壁

面の位置の制限」「垣または柵の構造の制限」「建築物等の形態または意匠

の制限」が定められています。（約4.9ha） 

用途地域の制限のほか、以下のものは建築できません。 

公衆浴場、3.3㎡を超える畜舎 

門柱及び門塀の外壁から道路境界線までの距離は0.5 ｍ以上とします。 

1.ブロック塀等これらに類するものは設置できません。 

2.道路境界から1.0ｍの区域及び道路境界の投影面に垣または柵を設ける

場合は、生け垣あるいは透視性のあるフェンスとします。 

ただし、フェンス等の基礎でブロック等これらに類するものの高さが0.6

ｍ以下のものまたは門柱及び門塀を設けるときは、左右の袖の同一境界線

への投影長さの合計が2.5ｍ以下のものはこの限りではありません。 

屋外広告物及び建築物の屋根、外壁またはこれに代わる柱は、刺激的な原

色や装飾を避け落ち着きのあるものとします。 
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   向島住宅団地地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

 

地区施設の整備方針 

 

 

建築物等の整備方針 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

壁 面 の 位 置          

 

敷 地 面 積          

垣または柵の構造          

 

 

 

 

 

笠原町字向島の一部 

約 11.9 ha 

本地区は、市域南部に位置する笠原地域において計画的な開発事業によっ

て形成された戸建専用住宅団地です。 
本計画は、居住環境の悪化を未然に防止し、秩序ある市街地形成による良

好な居住環境を将来に向けて維持増進させていくことを目標としていま

す。 

良好な居住環境を有する低層専用住宅地としてのまちなみ形成をめざし、

公園・緑地等の適正な配置及び建築物等の規制誘導を行い、緑豊かでゆと

りある住宅地を創出します。 

本地区における地区施設は、住宅団地開発事業により道路、公園等をはじ

めとして住宅地と一体的に整備されましたが、その機能等が損なわれない

よう維持・保全に努めます。 

低層専用住宅地としてゆとりある居住環境を創出し維持するために壁面

の位置を規制・誘導するとともに、敷地面積の最低規模を指定し、敷地の

再分割による過小宅地化を防止します。 

また、美観上等の配慮から垣または柵の構造を規制、誘導します。 

向島住宅団地地区における地区整備計画として「壁面の位置の制限」「建

築物の敷地面積の最低限度」「垣または柵の構造の制限」が定められてい

ます。（約11.9ha） 

道路に面する側の建築物の外壁もしくはこれに代わる柱の面から道路境

界線までの距離は1.0ｍ以上とします。 

建築物の敷地面積は最低200㎡とします。 

垣又は柵は、次の各号に掲げるものとします。 

１．生垣あるいはフェンス、鉄柵等透視可能なものとし、ブロック等これ

に類するものは設置できません。ただし、フェンス等の基礎で宅地地

盤からの高さが0.6m以下のもの、門柱についてはこの限りではありま

せん。 

２．垣または柵の高さは宅地地盤から2.0m以下とします。 
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   多治見駅北地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

 

区域の整備・開発 

及び保全の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 

 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

敷 地 面 積          

壁 面 の 位 置          

 

 

高 さ の 最 高 限 度 

工作物の設置の制限 

 

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

白山町1丁目、2丁目、3丁目の各地内、音羽町1丁目、2丁目の各一部 

約11.8ha 

現在、この地区では、中心市街地における交通事情の改善、商業・業務機

能の強化、都心居住の促進及び居住環境の保全等を図るために土地区画整

理事業を施行しています。 

そこで、本地区計画では、土地区画整理事業の効果を最大限高めることを

目標に、商業・業務機能と居住機能が調和した、健全で、秩序ある快適な

都市環境の創出と魅力的な街並み形成をめざします。 

本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備されるため、そ

の機能、環境を損なわないように努めます。 

土地区画整理事業による土地利用計画等から地区を「駅前地区」、「沿道

地区」、「住居１・２地区」に３区分し、方針を次のように定めます。 

「駅前地区」では、東濃地域の玄関口に相応しい賑やかで活気ある界隈の

形成をめざします。このため健全な娯楽が享受できる地区として、飲食店、

娯楽施設、文化施設等の誘導を図ります。 

「沿道地区」では、車利用による広域的な沿道空間の形成と都心居住のた

めの新たな居住空間の形成をめざす。このため、ロードサイド型商業施設

の誘導と、中高層住宅の誘導を図ります。 

「住居１・２地区」では、商業地域における住宅地としての良好な環境の

形成をめざします。このため､低・中層住宅の他、比較的小規模な店舗や

店舗付住宅等の誘導を図ります。 

多治見駅北地区における地区整備計画として「建築物等の用途制限」「建

築物の敷地面積の最低限度」「壁面の位置の制限」「建築物等の高さの最高

限度」「工作物の設置の制限」「建築物等の形態または意匠の制限」「垣

または柵の構造の制限」「土地の区画形質の変更の制限」が定められてい

ます。 

（駅前地区5.9ha、沿道地区4.0ha、住居１地区1.2ha、住居２地区0.7ha） 

駅前地区から住居２地区では用途地域制限のほか、それぞれの地区の特性

に応じて、１階部分の居住用建築物、倉庫業倉庫等が建築できません。 

建築物の敷地面積は最低150㎡とします。 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から都市計画道路の境界線までの

距離は、1.0ｍ以上とします。 

都市計画道路等以外の道路境界線までの距離は、0.5ｍ以上とします｡ 

18ｍ （住居１地区のみ） 

門柱及び門塀の壁面から道路境界線までの距離は、0.5ｍ以上とします｡門

柱及び門塀の道路境界線への投影長さの合計は、道路1方向当たり3.0ｍ以

下とします｡（住居１・２地区のみ） 

建築物の屋根、外壁等は周辺環境に配慮した落ち着いた色調とします。 
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屋外広告物の制限 

 

 

 

 

 

 

 

 

垣または柵の構造          

 

 

 

土地の区画形質の 

変更の制限 

1．屋外広告物は美観、風致を損なわないものとします。 

2. 県条例によるもののほか、地区の特性に応じて次に掲げる道路上の突

出広告物、屋上広告物等の掲出ができません。 

・屋上広告物（駅前地区については1面が20㎡を超えるもの） 

・1面20㎡、合計40㎡、高さ10ｍを超える野立て広告物（住居１・２地区

においては1個10㎡、高さ10ｍを超えるもの） 

・1面30㎡を超える壁面広告物（住居１・２地区においては1面10㎡を超え

るもの） 

・点滅する電飾広告物（住居１・２地区のみ） 

道路に面した垣又は柵は、生垣又はフェンスとし、ブロック塀等これに類

するものは設置できません。ただし、フェンス等の基礎でブロック等これ

に類するものの高さが0.6ｍ以下のものはこの限りではありません。（住

居１・２地区のみ） 

土地の区画形質の変更を行う場合の盛土高さは、造成完了時の地盤面から

0.5ｍ以下とします。ただし、敷地への出入上やむを得ないもの及び造園

等部分的なものはこの限りではありません。 

※滝呂地区の用途制限及び、駅北地区の用途・広告物の制限の詳細については、多治見市都市計

画のパンフレットをご参照下さい。 
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   山吹地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

地区施設の整備方針 

 

 

 

建築物等の整備方針 

 

その他の整備   

及び保全の方針 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 

地区施設の配置  

及び規模 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

 

 

多治見市山吹町1丁目 、3丁目、生田町2丁目の各一部 

約 32.2 ha 

本地区は、多治見市東部の市街化区域に隣接する市街化調整区域に位置し

ており、主要幹線道路の国道19号に接し、東海環状自動車道土岐南多治見

ＩＣに近接しています。また、地区の南東側にフロンティアリサーチパー

クが立地するなど、市街地の外縁部として、市街化へのポテンシャルが極

めて高い地区です。 

本地区計画は、粘土採掘等完了後の既に丘陵部地形が改変されている地区

において、産業系土地利用に優位な地理的条件（交通アクセス、周辺市街

地状況等）を活かし、工業系土地利用を適正に誘導することによって、隣

接する工業系市街地の機能強化及び丘陵部における自然的環境の調和を

図ることを目的としています。 

なお、将来時において市街化区域に編入し、周辺地と併せて一体的に工業

系市街地としての環境維持･向上に努めます。 

本地区周辺で既に形成されている工業系市街地との一体性に留意しつつ

工業系土地利用の適切な誘導を図ります。 

本地区に接する幹線道路（国道19号）に接続する地区内道路を配置し、大

規模施設の立地に伴う地区外への影響を抑制するとともに、公園、緑地又

は広場を効果的に配置し、潤い豊かな公共空間を形成する。なお、雨水の

適切な処理を図る調整地を地区内に配置します。 

本地区に隣接する工業系市街地との一体化及び適正利用を図るため、建築

物等の用途の制限、建築物の形態又は意匠の制限を定めます。 

周辺丘陵部における緑の連続性及び市街地からの景観に配慮した空間形

成を目的に、既存樹林の保全、造成斜面地等の緑化と共に、道路境界線に

面した盛土法面最上段法肩部分については高木等の植栽を行うなど、地区

内の積極的な緑化に努め、敷地内における建築物の配置についても市街地

からの景観に配慮したものとします。 

山吹地区における地区整備計画として「地区施設の配置および規模」によ

り「道路」、「公園、緑地又は広場」、「調整池」が定められており、「建築

物等に関する事項」として「建築物等の用途の制限」及び「建築物等の形

態又は意匠の制限」を定めています。 

道路…幅員12ｍ、延長約1,310ｍ 

公 園…３箇所、約1.1ha 

調整地…1箇所、約0.4ha 

「建築基準法別表第2（る）の項に掲げられたもの」のほか「住宅」、「劇

場等の遊戯施設」、「500㎡を超える店舗」、「風俗営業店舗」は建築できま

せん。 

建築物は刺激的な原色や装飾を避け、落ち着きのあるものとします。 

屋外広告物を設置する場合は、美観を損なわない形状・色彩のものとする

など、周辺の環境に調和したものとします。 
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   陶都の杜地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

 

地区施設の整備方針 

 

建築物等の整備方針 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 

 

建 築 物 等 の 用 途                      

 

 

 

敷 地 面 積          

壁 面 の 位 置          

 

 

高 さ の 最 高 限 度 

垣または柵の構造          

 

          

 

 

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

そ   の   他 

 

 

 

多治見市金岡町5丁目、虎渓山町2丁目、住吉町7丁目、長瀬町の各一部 

約 16.1 ha 

居住環境の悪化を未然に防止するとともに、周辺の自然との調和のとれた

良好な居住環境を将来にわたって維持し、発展させていくことを目標とし

ています。 

周辺の自然との調和のとれた良好な住宅市街地としての発展を期するた

め、建築物等の規制・誘導を行うことにより、緑豊かでゆとりある居住環

境の形成及び住居と店舗とが調和した合理的な土地利用を図ります。 

土地区画整理事業により整備された地区施設について、その機能が損なわ

れないよう維持・保全に努めます。 

周辺の自然との調和のとれた良好な居住環境を損なわないよう適正に規

制・誘導します。また、低層住宅地区においては、各戸への日照及び建築

物等による周辺稜線の景観への影響に配慮し、建築物等の高さを規制・誘

導します。 

陶都の杜地区における地区整備計画として「建築物等の用途の制限」「建

築物の敷地面積の最低限度」「壁面の位置の制限」「建築物等の高さの最高

限度」「垣または柵の構造の制限」「建築物等の形態または意匠の制限」

「敷地内の植栽」が定められています。（低層住宅地区12.5ha、中高層住

宅地区3.6ha） 

用途地域制限のほか、次に掲げる建築物は、建築できません。 

1 大学、高等専門学校、専修学校その他これらに類する用途に供するもの 

2 公衆浴場                            

3 床面積の合計が3.3㎡を超える畜舎 

建築物の敷地面積は最低150㎡とします。 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの境界線まで

の距離は、1.0ｍ以上とします。また、門柱及び門塀の外壁等から道路境

界線までの距離は、0.5ｍ以上とします。 

10ｍ （低層住宅地区のみ） 

1．ブロック塀その他これらに類するものは設置できません。 

2．道路境界から1.0ｍの区域及び道路境界の投影面に垣又は柵を設ける

場合は、生垣又は透視性のあるフェンスとします。 

ただし、フェンス等の基礎でブロックその他これに類するものの高さ

が 0.6ｍ以下のもの、門柱又は門塀で左右の袖の同一境界線への投

影長さの合計が2.5ｍ以下のものはこの限りではありません。 

屋外広告物及び建築物の屋根、外壁またはこれに代わる柱は、刺激的な色

や奇抜な装飾を避け、落ち着きのあるものとします。 

敷地内には、中木（植栽時に樹高が1.2ｍ以上の樹木）を１本以上植栽す

るものとします。ただし、生垣を設置する場合は、この限りではありませ

ん。 
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   長瀬地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

地区施設の整備方針 

 

 

建築物等の整備方針 

 

その他の整備   

及び保全の方針 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 

地区施設の配置  

及び規模 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

 

多治見市長瀬町、小名田町西ヶ洞の各一部 

約 21.4 ha 

本地区は、多治見市北部の市街化区域に隣接する市街化調整区域に位置し

ており、都市計画道路高根小名田線に接し、中央自動車道多治見ＩＣへの

アクセスも良好です。また、地区の西側に旭ヶ丘テクノパークが立地する

など、市街化へのポテンシャルが極めて高い地区です。 

本地区計画は、粘土採掘等により既に丘陵部地形が改変されている地区に

おいて、産業系土地利用に優位な地理的条件(交通アクセス、周辺市街地

状況等)を活かし、工業系土地利用を適正に誘導することによって、隣接

する工業系市街地の機能強化及び丘陵部における自然的環境の調和を図

ることを目的としています。 

なお、将来時において市街化区域に編入し、周辺地と併せて一体的に工業

系市街地としての環境維持・向上に努めます。 

本地区周辺で既に形成されている工業系市街地との一体性に留意しつつ、

工業系土地利用の適切な誘導を図ります。 

本地区に接する幹線道路（都市計画道路高根小名田線）に接続する地区内

道路を配置し、大規模施設の立地に伴う地区外への影響を抑制するととも

に、緑地を効果的に配置し、潤い豊かな公共空間を形成します。 

本地区に隣接する工業系市街地との一体化及び適正利用を図るため、建築

物等の用途の制限、建築物の形態又は意匠を制限します。 

周辺丘陵部における緑の連続性及び既成市街地からの景観に配慮した空

間形成を目的に、既存樹林の保全、造成斜面地等の緑化を行うなど、地区

内の積極的な緑化に努めるとともに、敷地内における建築物の配置につい

ても市街地からの景観に配慮したものとします。 

長瀬地区における地区整備計画として「地区施設の配置および規模」によ

り「道路」、「公園、緑地又は広場」が定められており、「建築物等に関す

る事項」として「建築物等の用途の制限」及び「建築物等の形態又は意匠

の制限」を定めています。 

道 路…幅員10ｍ、延長約492ｍ 

緑 地…1箇所、約0.7ha 

 

「建築基準法別表第2（を）の項に掲げられたもの」のほか「住宅」、「劇

場等の遊戯施設」、「500㎡を超える店舗」、「風俗営業店舗」は建築できま

せん。 

屋外広告物及び建築物の屋根、外壁またはこれに代わる柱は、刺激的な原

色や装飾を避け落ち着きのあるものとします。 
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   岐阜県立多治見病院地区地区計画の内容 

位 置          

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

 

 

 

 

土 地 利 用 の 方 針          

 

 

建築物等の整備方針 

 

その他の整備   

及び保全の方針 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

 
地区施設の配置  

及び規模 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

建 築 物 等 の 意 匠          
 
 

壁面の位置の制限 
 
 

建築物等の形態 

又は意匠の制限 

多治見市前畑町4丁目及び5丁目の各一部 

約 4.3ha 

本地区は、ＪＲ多治見駅の南西約1kmに位置し、本市のみならず岐阜県東

濃地域における地域医療の中核を担う総合的な機能を有する病院が立地

しています。 

当該病院は、岐阜県保健医療計画においても、三次救急医療機能病院、災

害拠点病院として位置付けられており、今後、更に安定した医療体制の確

立と市民への医療サービスの一層の向上が求められています。 

本計画は、地域における安定した医療体制の確保と質の高い地域医療サー

ビスの提供のため、用途地域の指定とあいまって土地の合理的かつ健全な

高度利用と都市機能の充実を図ることを目標としています。 

用途地域の指定とあいまって土地利用を高度化するとともに、区域内の道

路に対してゆとりのある空間を創出することで、地域医療及び救急医療の

中心的な役割を担う地区を形成します。 

土地の高度利用に即した良好な都市環境を確保するため、建築物の壁面の

位置の制限を定めるとともに、建築物の用途の制限を定めます。 

道路内沿いの敷地内に空地を確保することで、安全で快適な歩行者空間を

確保するとともに、病院利用者の利便性と市街地環境の向上を図ります。

また、道路等の公共用地に面する部分及び建築物の敷地内は、可能な限り

緑化を図ります 

地区整備計画として「地区施設の配置および規模」により「道路」が定め

られており、「建築物等に関する事項」として「建築物等の用途の制限」

や「壁面の位置の制限」、「建築物等の形態又は意匠の制限」を定めていま

す。 

道 路…幅員9ｍ、延長約214ｍ 

 

 

地区内を「医療施設地区」と「関連施設地区」に分類し、地区別に建築で

きる建築物を定めています。 

「医療施設地区」で建築できる建築物は、病院、駐車場等、「関連施設地

区」で建築できる建築物は、病院や看護学校、住宅や共同住宅等です。 

建築物の外壁又はこれに代わる門柱若しくは門塀の外壁の面から道路境

界線までの距離は5ｍ以上とします。 

屋外広告物及び建築物の屋根、外壁またはこれに代わる柱は、刺激的な原

色や装飾を避け落ち着きのあるものとします。 
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   多治見駅前中之郷地区地区計画の内容 

位 置          

 

面 積          

地 区 計 画 の 目 標          

 

 

 

 

 

 

区域の整備・開発 

及び保全の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 整 備 計 画          

 

 

建 築 物 等 の 用 途          

 

建 築 物 等 の 意 匠          

 

本町1丁目、2丁目、栄町1丁目、2丁目、3丁目、田代町1丁目、2丁目、3丁

目、前畑町１丁目、２丁目、３丁目の各一部 

約24.6ha 

この地区は、多治見駅の南西に位置する、かつて中之郷といわれた歴史と

伝統のある地区であり、商店街などの商業機能や、商業・工業機能と共存

する住宅地としての土地利用がなされて発展してきた地区です。 

そこで、本地区計画では、都市環境の悪化を未然に防止するとともに、隣

接する市街地再開発区域でのまちづくりとあいまって、商工業機能と居住

機能が調和した健全な都市環境を将来にわたって維持・発展させ、魅力的

な街並み創出をめざします。 

本地区における地区施設（地区内道路）は、良好な都市環境を形成してい

くため、安全・安心の確保に努めます。 

地区を「駅前地区」、「沿道地区」、「住居１地区」、「住居２地区」に

４区分し、方針を次のように定めます。 

「駅前地区」では、賑わいの形成に資するとともに、健全な土地利用のた

め建築物等の規制・誘導を図ります。 

「沿道地区」では、幹線道路の沿道に適した土地の高度利用を図るととも

に、健全な土地利用のための建築物等の規制・誘導を図ります。 

「住居１地区」では、定住人口の増加を目指し、中高層マンションと低層

住宅との共存を図るとともに、健全な土地利用のため建築物等の規制・誘

導を図ります。 

「住居２地区」では、用途地域を踏まえた土地の高度利用との調和を図る

とともに、健全な土地利用のため建築物等の規制・誘導を図ります。 

地区整備計画として「建築物等の用途制限」「建築物等の形態または意匠

の制限」「垣または柵の構造の制限」が定められています。 

（駅前地区9.0ha、沿道地区6.4ha、住居１地区6.5ha、住居２地区2.7ha） 

駅前地区から住居２地区では、用途地域制限のほか、地区の特性に応じて

「風俗営業店舗」などが建築できません。 

建築物の屋根、外壁等は周辺環境に配慮した落ち着いた色調とします。 

屋外広告物の制限 

 

垣または柵の構造          

1．屋外広告物は美観、風致を損なわないものとします。 

 

道路境界から1.0メートルの範囲にコンクリートブロック、レンガ、大谷

石等を積んだ構造の塀は設置できません。ただし、補強コンクリートブロ

ック造や、フェンス等の基礎でブロック等これに類するものの高さが0.6

ｍ以下のものはこの限りではありません。 
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(4) 都市計画道路 

                 [多治見都市計画区域内]            （令和2.3.31現在） 

路 線 番 号      路      線      名 標 準 幅 員      計 画 延 長      改 良 延 長      

1.  3.  1 東 海 環 状 自 動 車 道 10.75ｍ×2      1,970 
ｍ     1,970 

ｍ 

3 ． 3 ． 1 国 道 1 9 号 線      23ｍ     7,920     7,920 

3 ． 3 ． 2 国道248号線多治見バイパス       25     8,200     7,300 

3 ． 4 ． 3 金 岡 市 之 倉 線       16     6,500     3,700 

3 ． 4 ． 4 上 山 平 和 線       16     3,060     930 

3 ． 5 ． 5 本 町 生 田 南 線       12       830      0 

3 ． 4 ． 6 豊 岡 弁 天 線       16     1,280     320 

3 ． 4 ． 7 音 羽 小 名 田 線       16     4,730     2,690 

3 ． 4 ． 8 前 畑 根 本 線       16     4,780       0 

3 ． 4 ． 9 本 町 2 丁 目 線       16      240       0 

 3 ． 4 ．10 明 和 小 名 田 線       20     2,630     2,630 

 3 ． 5 ．11 多 治 見 下 石 線       12     2,000       50 

 3 ． 6 ．12 本 町 生 田 線       11     1,120     1,120 

 3 ． 6 ．13 多 治 見 大 畑 線        8     2,100     2,100 

 3 ． 6 ．14 京 町 滝 呂 線       8     2,860     2,500 

 3 ． 6 ．15 明 和 松 坂 線       11     2,230       650 

 3 ． 5 ．16 広 小 路 美 坂 線       12     1,600       0 

 3 ． 4 ．17 音 羽 明 和 線       16     2,250    2,250 

 3 ． 6 ．18 本 町 宮 前 線        11       570      570 

 3 ． 5 ．20 小 名 田 線       13     1,640      360 

 3 ． 5 ．21 市 之 倉 線       12     3,840      180 

 3 ． 5 ．22 滝 呂 団 地 線       12     1,820     1,520 

 3 ． 4 ．23 東 町 線       17     2,270     2,270 

 3 ． 4 ．24 宝 赤 坂 線       18      400       0 

 3 ． 5 ．25 宝 光 ケ 丘 線       12      300      200 

 3 ． 3 ．27 東 濃 西 部 都 市 間 連 絡 道 路       28      350       0※ 

 3 ． 4 ．28 音 羽 小 田 線       18    1,260      388 

 3 ． 5 ．29 錦 本 町 線       15     730      730 

 3 ． 5 ．30 笠 原 南 北 線       14    1,860      620 

 3 ． 5 ．31 笠 原 環 状 線       11    2,610       0 

8 ． 7 ． 2 平 和 滝 呂 線       4     4,030     4,030 

計 ３ １路 線      77,980 
ｍ
     46,998 

ｍ
 

※幅員12.5ｍで暫定供用 
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(5) 市街地開発事業 

   ① 土地区画整理事業 

地  区  名 施行主体 面  積 施行年度 備      考 

多 治 見 東 郊        組  合 31.9ha Ｓ14～Ｓ16 
 坂上町、美坂町の一帯において市制施行
の翌年(昭和16年)都市基盤整備の一環と
して実施され竣工した。 

多治見欠の上        組  合 3.5ha Ｓ39～Ｓ41  

小 名 田 東 部        組  合 12.9ha Ｓ58～Ｓ63 
 計画戸数            265戸 

 計画人口            1,026人 

小 名 田 中 央        組  合 15.8ha Ｓ58～Ｓ63 
 計画戸数            335戸 

 計画人口            1,206人 

明 和        組  合 2.4ha Ｈ1～Ｈ  4   

滝 呂        都市再生機構 52.4ha Ｓ61～Ｈ7 
 計画戸数            1,070戸 

 計画人口            4,300人 

西部緑のまち 都市再生機構 5.3ha Ｈ 3 ～Ｈ17 
 計画戸数             130戸 

 計画人口             400人 

平 和 
個  人 

多治見市長 
1.0ha Ｈ12 ～Ｈ14 

 計画戸数              23戸 

 計画人口               70人 

住 吉 組  合 18.8ha Ｈ12 ～Ｒ4 
 計画戸数            450戸 

 計画人口              1,500人 

滝 呂 東 組  合 6.3ha Ｈ12～Ｈ19 
 計画戸数             220戸 

 計画人口              660人 

多 治 見 駅 北 多治見市 11.8ha Ｈ12 ～Ｒ1 

計画人口800人、音羽小名田線、音羽小田

線、多治見駅南北連絡線（自由通路）、公

園３ヶ所、多目的広場、公共公益施設、

駐車場、駅前広場 4,800㎡ 

※別に当該事業の概要説明あり 

神 戸 ・ 栄 組  合 10.5ha Ｈ16～Ｈ30 
計画人口              620人 

笠原南北線、公園２ヶ所 

 

② 市街地再開発事業 

地  区  名 施行主体 面 積 施行年度 用  途 備    考 

多 治 見 駅 前        

防災建築街区        
組  合 0.889ha Ｓ43～Ｓ46 貸 店 舗     

 敷地面積     3,501㎡ 

 建築延床面積   13,639㎡ 

 鉄筋コンクリート造 

 地下 １階・地上 ４ 階 

多治見駅南地区 組  合 約2.0ha Ｈ29～Ｒ4 

店舗・住宅・

事務所・宿泊

施設・駐車場 

敷地面積    16,030㎡ 

延床面積    51,900㎡ 

※別に当該事業の概要説明あ

り 
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(6) 都市計画関連構想及び計画 

   ① 多治見都市計画道路網構想（平成28年度改訂） 

   ・目  的：多治見市が現在直面する道路交通問題に対処するとともに、都市全体の道路網

のあり方及び段階的道路整備の方針を明らかにすることを目的としました。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：平成47年の将来交通量推計を行い、課題を明確にした上で、効率的・効果的な

道路整備のための整備優先度の設定、構想路線の新規追加及び都市計画決定の

廃止を含めた見直し方針を決定したものです。 

② 都市計画マスタープラン（平成27年度改訂） 

   ・目  的：土地利用のコントロール、都市施設の整備などまちづくり全体を秩序立てて進

めていくことを目的とした計画です。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：まちづくりの理念に基づき都市計画の目標を定め、「都市の将来骨格図」により

土地利用フレーム、基本的道路の配置、自然的環境等のビジョンを解りやすく

示したものです。 

  ③ 多治見駅周辺都市整備将来構想 

   ・目  的：多治見駅周辺の交流による賑わいの創出を目的とした計画 

   ・対象地区：多治見駅周辺66.6ha 

    ・内  容：商業・サービス機能の維持・向上、安全で快適な交通環境・生活環境の形成、

防災・減災機能の向上を視野に入れた都市整備の将来構想 

④ 立地適正化計画（平成30年度） 

   ・目  的：コンパクトなまちづくりの実現に向け、都市計画区域を対象として現在の土地

利用計画に加え、居住や都市機能を集約するという緩やかな誘導手法を定め、

「コンパクト＋ネットワーク」という考え方の下、まちづくりと公共交通を一

体的に検討する計画です。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：多治見市の都市構造上の課題を整理し、立地適正化に関する基本的な方針を定

めています。また、都市機能誘導区域及び、居住誘導区域を設定し、①中心拠

点と地域拠点への都市機能の誘導、②拠点を中心とした公共交通利便性の高い

地域への居住の誘導、③拠点間をつなぐ基幹的な公共交通ネットワークの維

持・構築を実現するための、誘導施策について定めています。 

⑤ 多治見市美しい風景づくり条例（平成13年4月施行） 

   ・目  的：風景づくりに関して必要な事項を定め、風景づくりを総合的に、しかも計画的

に進めることによって、誇りと愛着のもてる魅力あるまちをつくることを目的

とした条例です。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：風景づくりを進めていくために、「不足しているものを創り出していく」「良好

なものを守り育てていく」「悪いものを整えていく」という３つの手法をうまく

活用していくために、市や行政機関、事業者も含めた市民が力を合わせて計画

的に進めていくための指針として定めた条例です。 

⑥ 緑の基本計画（平成14年度策定） 

   ・目  的：都市における緑とオープンスペースの総合的な整備及び保全を図ることを目的

とした計画です。 

   ・対象地区：市全域 



 - 18 - 

   ・内  容：各都市の実状に応じた目標年次を設定し、公園などの施設緑地の整備又は緑地

保全地区などの保全すべき緑地（地域制緑地）の配置計画と実現のための施策

の方針を定めたものです。 

 ⑦ 多治見市サイン計画（平成15年度策定） 

   ・目  的：来訪者及び多治見市民を含めたあらゆる人々に、本市を理解し知ってもらう手

段として、案内誘導や情報伝達の機能を担う公共サインを体系的に整備するこ

とを目的とした計画です。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：サイン整備方針、サインによる案内誘導システム、デザイン基準、配置計画な 

         などの指針を定めたものです。 

⑧ 多治見市風景づくり計画（平成28年度改訂） 

   ・目  的：風景づくりに関して必要な事項を定め、風景づくりを総合的に、しかも計画的

に進めることによって、誇りと愛着のもてる魅力あるまちをつくることを目的

としたものです。 

   ・対象地区：市全域 

   ・内  容：美しい風景を生み出していくには、市民と行政がそれぞれの役割、責任と義務

を認識し、お互いが協力しながら行動したり活動したりしていくことが必要で

す。本計画は風景づくりに関する体制をわかりやすくシンプルなものとするこ

とを目指し、風景づくりに関する方針や手法、制度を網羅した総合的な指針を

定めたものです。 
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2．多治見駅北土地区画整理事業の概要 

１．施行地区に含まれる区域の名称 

多治見市 音羽町一丁目、二丁目の各一部、白山町一丁目、二丁目、三丁目の各一部 

２．設計の概要 

（１）土地区画整理事業の目的 

本地区はＪＲ中央本線多治見駅の北側に隣接する地区であり、商業地域として商業・業

務機能や駅前の利便性を活かした土地利用を図る地区です。かつては幹線道路から駅への

アクセスの利便性に欠ける点や地区内生活道路への通過交通の流入、土地利用の混在等の

課題がみられました。 

これらの課題をふまえ、駅前地区の特性を活かし、居住・商業・業務機能が調和した安

全で住み良い街にするために本事業に着手しました。 

 

（２）設計の方針 

（イ）土地利用計画 

区画整理事業により道路、駅前広場の整備が進めば、人が集まる所、駅に近い所という

特性を活かした土地利用が進むことになりますが、地区内には古くからの住宅地もあり、

将来にわたり良好な住環境を確保していくことが必要です。人が住んで初めて生活感のあ

ふれた賑わいのあるまちなかとなることから、商業地域という用途地域の中で商・住の調

和がとれたまちづくりを目指します。 

駅前街区については、駅前広場に接して駅北広場や生活・産業を支援する核となる施設

を計画し、「老いも若きも集える賑わい」のある新たな拠点づくりを目指します。幹線道

路沿いは、沿道型の商業・業務地として設定し、それらを取り囲む区域縁辺部は既存の住

宅を考慮して商業地域の中でも住宅地としての環境を確保します。こうした土地利用を誘

導する一つの方策として、多治見駅北地区地区計画を策定しています。 

また、本地区はバリアフリーモデル地区内にあることから、「ゆとりとやさしさが享受

できるまち」の形成にも配慮しています。 

（ロ）人口計画 

中心商業地域で 120人／ha、その他の商業地域で 100人／ha、住宅地の環境を確保する

地域で 60人／haと計画し、区域全体の人口を約 800 人（70 人／ha）と設定しています。 

（ハ）公共施設計画 

（Ａ）道路 

本地区の地区外からのアクセスルートとして東からは都市計画道路３・４・28音羽小

田線、西と北からは都市計画道路３・４・７音羽小名田線を整備しました。また、ＪＲ

多治見駅北側に面積約 4,800 ㎡の駅前広場を整備し、交通結節点の強化を図りました。 

さらに、これら都市計画道路を基幹として、幅員 17.5ｍ～４ｍの区画道路を適宜配置

し、段階的な構成をとることにより自動車交通の円滑な流れを図りました。 

歩行者が安心して通行できる歩道や特殊道路を整備しました。 

（Ｂ）公園 

幹線道路で分けられた地区内に誘致距離や地区外からの利用を考慮して、憩い・潤

い・防災等の機能を有する公園を３ヶ所（1,000㎡、1,200㎡、1,400㎡）配置しました。 

（Ｃ）その他の公共施設 

既設の跨線橋を取壊し、新たに多治見駅の南北と駅前広場を結ぶ通路を自由通路とし

て整備しました。その整備は国から「社会資本整備総合交付金」を受けて行いました。 
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（ニ）駅北拠点施設 

（Ａ）駅北広場 

新たな拠点となる駅前街区に、虎渓用水を活用し、地域の原風景を再現した虎渓用水

広場を「社会資本整備総合交付金」を受けて整備しました。 

（Ｂ）公共公益施設 

   新たな拠点となる駅前街区に、老いも若きも集える市役所駅北庁舎を整備しました。 

（Ｃ）駐車場 

地区内の土地利用を起因として発生・集中する自動車や自転車交通の駐車需要に対応

するため、駐車場や駐輪場を整備しました。 

（ホ）その他 

（Ａ）建物移転 

公共施設の整備及び換地計画等で支障となる建物（８１戸）について移転を行いまし

た。 

（Ｂ）駅舎の改築（駅舎の橋上化） 

多治見駅南北連絡線により地平駅舎が支障となるため、鉄道事業者と共同して駅

舎の改築（駅舎の橋上化）を「社会資本整備総合交付金」を受けて行いました。 

（Ｃ）電柱移設 

      土地利用計画に伴い支障となる電柱の移設を行いました。なお、都市計画道路内につ

いては、景観に配慮して無電柱化を行いました。無電柱化は、電気・通信事業者等と共

同して整備しました。 

（ヘ）工事の進捗 

平成14年度 仮換地指定（平成14年11月）、起工式（平成15年１月） 

平成15年度 駅前街区（23街区、27街区）完成、駅前広場へ接続する都市計画 

道路音羽小田線の一部完成、駅前広場4,800㎡の内3,800㎡完成 

平成16年度 駅前広場供用開始（平成16年4月1日、バス発着始まる） 

３～４街区（音羽町１丁目）の一部・19街区（白山町１丁目）の一部 

整地完成、都市計画道路音羽小田線の一部（白山町１丁目）完成 

平成17年度 旧多治見・犬山線沿い一部（白山町２丁目）拡幅工事完了、20街区 

（税務署移転街区）整地工事、仮設道路工事、旧市営音羽第二駐車場 

隣接区画道路工事 

平成18年度 音羽小名田線交通を仮設道路に切替、音羽小名田線雨水渠移設工事、 

音羽小田線雨水渠移設工事、駅北仮設駐輪場工事 

平成19年度 音羽小名田線雨水渠・汚水渠付替え工事、区画道路工事、仮設道路 

付替え工事 

平成20年度 音羽小田線雨水渠・汚水渠付替え工事、音羽小田線道路舗装工事、５街区 

画地整地、音羽小名田線埋蔵文化財発掘調査 

平成21年度 音羽小名田線雨水渠・汚水渠付替え工事、音羽小名田線水道管付替え工事、

13街区画地整地、区画道路築造工事、音羽小名田線・区画道路埋蔵文化財

発掘調査、ＪＲ多治見駅・南北自由通路供用開始 

平成22年度 音羽小名田線車道・歩道舗装工事、区画道路築造工事、埋蔵文化財発掘調
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査ＪＲ多治見駅駅南広場再整備、ＪＲ多治見駅・南北自由通路全面完成 

平成23年度 音羽小名田線車道・歩道舗装工事、音羽小田線車道・歩道舗装工事、音羽

小名田線雨水渠・汚水渠付替え工事、音羽小名田線水道管付替え工事、音

羽小田線水道管付替え工事、４・６・７・15・16及び18街区画地整地、区

画道路築造工事 

平成24年度 音羽小田線築造工事、区画道路築造・舗装工事、20街区整地工事 

平成25年度 駅前広場シェルター建築工事、区画道路築造工事、17街区整地工事 

平成26年度 駅北立体駐車場完成、駅北庁舎完成、区画道路築造工事、2・9・12・20・

22街区整地工事 

平成27年度 駅北公衆トイレ・駅前広場シェルター完成、20街区（バスベイ）舗装工事、

駅北広場（虎渓用水広場）整備工事、駅北２号公園完成、電線共同溝（特

殊部）整備工事、耐震性貯水槽整備工事（駅北広場・駅北１号公園）、導

水管整備工事、区画道路車道・歩道築造工事、地区内の建物移転がすべて

完了 

平成28年度 駅北広場（虎渓用水広場）完成、駅北１・３号公園整備工事、電線共同溝

（特殊部・管路部）整備工事、耐震性貯水槽整備工事（駅北３号公園）地

区内の道路築造がすべて完了、出来形確認測量 

平成29年度 駅北１・３号公園完成、電線共同溝（特殊部・管路部）整備工事 

平成30年度 換地計画策定（換地処分、区画整理登記他）、台帳策定（電線共同溝、道路、 

公園、下水道）、15街区街路修景、多治見駅北土地区画整理事業清算 

令和元年度 15街区街路修景完成、台帳策定（電線共同溝、道路）、多治見駅北土地区画

整理事業清算、事業完了 

 

 
 ○完成後の多治見駅北土地区画整理事業区域全景 
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 【都市計画自由通路多治見駅南北連絡線の整備及びＪＲ多治見駅舎橋上化】 

 

 ○多治見駅南北自由通路及び橋上駅舎の概観（平成22年11月撮影） 

  

 

１．概略 

  全面供用開始までのスケジュール 

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 

     

 

施設概要： 

○多治見駅３面５線（８線） 

施設 新駅舎 

駅務室（駅長室、事務室、改札室、会議室等） 

接客施設（券売機室、出札室、旅行センター） 

旅客施設（トイレ） 

コンコース（ホームに至る経路） 

運転事務室、階段室等 

約 2,300㎡ 

        ※全てのホームに昇降装置設置 

         ・エレベーター  ：各ホーム11人乗り各１基（計３基） 

         ・エスカレーター ：各ホーム上下各１基（計６基） 

   ○自由通路 

    ・幅員（壁内面）  ：10ｍ（現通路：３ｍ） 

    ・延長（階段含まず）：約 102ｍ（現通路：約95ｍ） 

    ・エレベーター   ：11人乗り南北各１基 

    ・エスカレーター  ：南北とも上下各１基（計４基） 

   ○観光案内所、トイレ（多目的トイレ含む） 

    ・延面積：約 150㎡ 

    ・トイレ（１Ｆ：120㎡）、観光案内所（２Ｆ：30㎡）を新設 

 

▼詳細設計 

▼工事協定締結 ▼全面供用開始 

▼部分供用開始（新自由通路

を使って橋上駅が利用可能） 

▼仮駅切替 
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２．自由通路のデザインコンセプト 

  ○登り窯をイメージしたチューブ形状（市民が育んできた「文化」を題材にしたデザイン） 

   ・通路を建築物として壁で囲い、境界の輪郭をはっきりさせることで、周囲の風景から際立

たせる 

   ・チューブ形状とし、その端部は断面形状をシャープにそのまま現して、都市軸としての存

在感を強く印象付ける 

   ・自由通路内部もチューブ形状の断面を受け継ぎ、柱型の無い輪郭のすっきりした歩行空間

とする 

・壁面には小刻みに開口部を設け、歩行者の視線に変化を持たせ、路地を歩くような雰囲気

を与える 

  ※市民からの提案：17年５月に広報紙（たじみ、かさはら）でデザインを募集 

   ・支柱を煙突に見立て通路外壁に煙がたなびくデザイン、登り窯や修道院をイメージしたデ

ザイン等４件の提案 

 

 

  
                    

  
  

４．バリアフリーへの配慮 

１階トイレには、約120㎡のゆったりしたスペースを確保しました。障がい者や高齢者に配

慮した多目的トイレを男女１スペースずつ設置するとともに、妊婦や乳幼児連れの方に配慮し

た多機能トイレを１スペース設置しています。 

 

 ５．環境への配慮 

南北連絡通路の屋上には、太陽光発電装置を設置（総合30KW）し、使用する電力の一部を賄

います。LED照明も各所に試験的に設置するなど、環境に配慮しています。 

                        
 

○改札口正面の南北連絡通路壁面に

は、美濃陶芸協会（加藤幸兵衛氏

作）による陶壁を設置しています。 

 
タイトル 「響き合う声」 

 かけがえのない地球上で生を育む

者たちが皆、等しく、楽しく、美

しく響き合っている様子を表して

います。 

 

 

３．多治見らしさ～地産地消～ 

○駅舎の外壁、南北連絡通路の床、１階

トイレの壁などには、ふんだんに地元

産タイルを使用しています。タイルの

色、柄にもこだわり、心落ち着く雰囲

気をつくりだしています。 

また、１階トイレの洗面台の手洗いボ

ールも地元陶器製のものを採用しま

した。 

 

【写真は南北連絡通路内部】 
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【虎渓用水広場（多治見駅北広場）】 

 

○虎渓用水広場 市役所駅北庁舎屋上からの概観 

  
      

１．概略 

 所在地：多治見市音羽町１丁目229番地 JR多治見駅北口すぐ 

 開業期間：平成28年７月１日供用開始（事業期間 平成27年２月～平成28年６月） 

 施設概要： 

敷地面積：3,105㎡（45ｍ×69ｍ）※下図「通路」「駅前広場」は含まない。 

   

 

○主な施設 

・イベント広場上段：約600㎡（45ｍ×13.5ｍ） 

・イベント広場下段：約180㎡（15ｍ×12ｍ） 

・テラス１（キッチンカー駐車スペース２台分） 

○設備 

・噴水（イベント広場下段） 

・ミスト発生装置（イベント広場 

上下段） 

・あずまや：３ヶ所 

・防犯カメラ：４ヶ所 
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２．虎渓用水の活用 

広場の水路は、虎渓用水を介して市中を流れる土岐川の水を引込んでいます。虎渓用水と

は、近世以降の農民の悲願を込めた用水で、村の財産を売り払いながら難工事を経て明治35

年に竣工した農業用水です。かつては、農業用水・防水用水として人々の生活に重要な役割

を果たしましたが、農地が住宅に変わるにつれて暗渠化され、かつての姿を認めることが難

しくなっていました。 

こうした先人の苦労を後世に受け継ぐとともに、虎渓用水を再生・復活させようする気運

が市民のなかに高まり、また、市も、多治見駅北土地区画整理事業において、虎渓用水の復

元・活用を整備方針のひとつとしていました。このことから、虎渓用水の活用のために、市

は環境水利を取得し、広場までの導水管を整備しました。 

 

３. 虎渓用水広場整備計画の検討 

虎渓用水広場整備計画は、平成22年２月に発足した「多治見駅北地区における虎渓用水を

活用した水と緑の委員会」により検討を重ねたグランドデザイン案に、市民から募集した意

見を反映し作成しました。 

同委員会は、平成12年に市が立ち上げた市民検討会「多目的広場ワークショップ」と多治

見商工会議所による「虎渓用水の復元・再生プロジェクト」が合同したものです。 

 

４．憩いの場所 

水路の護岸となっている石積は、市内の山から採掘した山ズリを使用しています。また、

広場に植栽された木々は、多治見の街を取り囲む山々の林をイメージしました。 

虎渓用水広場は、多治見の自然を感じ、虎渓用水が流れる水音や木々の木漏れ日を楽しん

でいただける広場です。 

 

  
イベント広場下段の噴水            テラス１からの概観 

 

ベンチに腰かけて水辺の空間を楽しんだり、学生が歓談や勉強をしたり、子ども達が噴水

やミストで水遊びをするなどして利用いただいています。 

また、イベント広場では四季を通じて様々なイベントが行われます。夏季のビアガーデン、

冬季のイルミネーション、多治見よさこいや市民農業祭など各種団体や市の行事が開催され

ます。 

  



 - 26 - 

3．多治見駅南地区市街地再開発事業 

１．施行地区に含まれる区域の名称 

多治見市 本町一丁目の一部、田代町一丁目、二丁目の各一部、音羽町二丁目の一部 

 

 ２．設計の概要 

 （１）市街地再開発事業の目的 

  多治見駅南地区は、市街地再開発事業を推進することにより、市街地の整備が進む駅北地区と

連携し、コンパクトシティの顔として、交流人口と定住人口の増加に向けた賑わいのあるまちの

形成をはかる。 

  市街地再開発事業により、老朽化した建物の更新を促進し、都市の防災性の向上を図るととも

に、新たに商業・業務機能の集積及び都市型住宅の誘導を図り、土地利用の高度化を促進する。 

  自動車交通が錯綜する駅南交通広場の改善、自動車駐車場の立体化、自転車駐車場の更新、駅

南北連絡線（自由通路）とつながる歩行者専用デッキの整備などにより、安全・安心に配慮した

歩行者動線・自動車空間を創出することにより快適な交通環境を確保するとともに、多治見駅へ

のアクセス機能の強化と駅北地区との連携強化を図る。 

  施設建築物や空地などの活用により、潤いのある緑や美しい景観の創出に努め、魅力的な都市

環境を確保する。 

 

 （２）設計の方針 

  （イ）施設建築物 

   西側が狭まった敷地形状を考慮し、敷地の間口が広く、最も多治見駅に近接した敷地東側に

商業・業務等の施設を機能的に配置するとともに、敷地西側に超高層住宅を配置する。駐車場

については自走式駐車場を前提とし、商業・業務・宿泊等の施設と超高層住宅がともに利用し

やすいように、敷地中央に機能的に配置する。また、１階部分に歩道と一体化した空地や２階

部分に歩行者デッキ等を設けることで、多治見駅と周辺地域、施設建築物とを結ぶ、安全な歩

道者ネットワークの形成を図る。 

 

  （ロ）敷地 

   施設建築物の外周道路沿いに２ｍの壁面後退を行い、東側道路には歩道部分と一体化した歩

行者空間を形成するとともに南側道路には新たに敷地内歩道を設け、快適で安全な歩行者空間

を形成する。 

   また、施設建築敷地内の駐車場への流入路・流出路は十分な離隔を確保して南側道路に配置

する。 

 

  （ハ）公共施設 

   地区の東側に接する都市計画道路多治見大畑線を変更して、既存の駅前広場を拡張するかた

ちで地区内に駅前広場を整備する。 

   地区の南側に接する市道211900線及び市道211903線の一部については、現在の一方通行を双

方向通行に拡張整備するとともに、市道211900線と市道211903線とをつなげるため、一部新設

市道の整備を行う。 

   現在地区内にある市道211927線及び市道211901線については、廃止して駅前広場の整備部分

及び市道の拡幅部分の一部分に付け替えるかたちで整備を行う。 

   現在地区内に埋設されている既存の下水道管については、施設建築物の整備に支障のないよ

うに、壁面後退部分の活用、既存ルートの活用等、最適な手法により移設する。 

 

 ３．事業の進捗 

 平成23年度 市街地再開発事業の検討開始 

 平成25年度 市街地再開発事業の推進合意（H26.2） 

       市街地再開発協議会の発足（H26.3）  
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平成26年度 再開発準備組合の設立（H27.2） 

 平成27年度 推進計画の作成 

事業協力者の導入（H27.10） 

 平成28年度 都市計画決定（H28.10） 

 平成29年度 事業計画・再開発組合設立認可（H30.2）  

 平成30年度 都市計画変更（H31.1） 

       事業計画変更（H31.3） 

 平成31年度 特定業務代行者決定（R1.7） 

（令和元年度）権利変換計画認可（R1.7） 

       権利変換期日（R1.8.1） 

       補償・明け渡し（R1.8） 

       解体工事着手（R1.8） 

       本体工事着手（R2.3） 

 令和４年度 工事完了、清算、組合解散予定 

 

多治見駅南地区市街地再開発事業 完成予想パース 

 

商業業務棟（3階建） 
 

駐車場棟（5層 6段） 
 

ホテル棟（14階建） 

住宅棟（29階建） 

ペデストリアンデッキ 
 

多治見駅南口 
 

名古屋方面 
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4．都市公園 

（R2．4．1現在） 

区分 種  別 名  称 
計画面積 
       ha 

開設面積 
       ha 

位    置 開設年月日 

Ａ 
 
 

都 
 

市  

計  

画  

施  

設  

で  

あ  

る  
公  
園 

 

 

 

 

 

 

 

 

街区公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小    計 

坂 上 公 園 

昭 和 公 園          

脇之島南第一公園          

 

脇之島南第二公園          

脇之島南第三公園          

旭 ケ 丘 北 公 園 

脇之島南第四公園          

脇之島北第一公園          

長 瀬 公 園          

南 坂 上 公 園          

小 名 田 公 園          

姫 ケ 丘 公 園 

滝 呂 中 央 公 園          

 

姫 白 山 公 園          

宝 親 水 公 園          

小 泉 公 園 

16ヵ所 

    0.26 

   0.22 

   0.21 

 

   0.23 

   0.15 

   0.15 

   0.38 

   0.11 

   0.13 

   0.60 

   0.26 

   0.13 

   0.22 

 

   0.21 

   0.21 

   0.50 

3.97 

    0.26 

   0.22 

   0.37 

 

   0.28 

   0.15 

   0.15 

   0.38 

   0.11 

   0.13 

   0.55 

   0.25 

   0.14 

   0.22 

 

   0.21 

   0.21 

   0.49 

4.12 

 坂上町 6 丁目地内 

 昭和町地内 

 脇之島町 7 丁目地内 

 

 脇之島町 7 丁目地内 

 脇之島町 7 丁目地内 

 旭ケ丘 6 丁目地内 

 脇之島町 7 丁目地内 

 脇之島町 6 丁目地内 

 長瀬町地内 

 坂上町 9 丁目地内 

 小名田町 3 丁目地内 

 姫町 2 丁目地内 

 滝呂町 7・10 丁目地内 

 

 姫町 5 丁目地内 

 宝町 1 丁目地内 

 小泉町 2 丁目地内 

 

S 34. 4. 1 

S 57. 3.30 

S 57. 3.30 

S 58．3.19 

S 58. 3.19 

S 58. 3.19 

S 58. 3.19 

S 58. 3.19 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 44. 7.23 

S 60. 3.30 

S 60. 3.30 

H  6．3.31 

H  7．3.26 

H  8．4. 1 

H 13．3.30 

H 18. 4.16 

 

 

 

近隣公園 

 

 

 

 

小  計 

明 和 中 央 公 園          

脇 之 島 中 央 公 園          

脇 之 島 北 公 園          

太 平 公 園          

滝 呂 北 公 園          

共 栄 公 園          

 

 

 6 ヵ所  

    2.10 

    1.80 

    1.30 

    1.70 

    2.80 

    1.80 

 

 

   11.50 

    2.05 

    1.79 

   1.34 

    1.73 

    2.85 

    1.85 

 

 

   11.61 

 明和町 4 丁目地内 

 脇之島町 6 丁目地内 

 脇之島町 4 丁目地内 

 太平町 2 丁目地内 

 滝呂町 9・12丁目地内 

 高田町2・10 丁目地内 

S 57. 3.30 

S 57. 3.30 

S 59. 3.27 

H  3. 3.30 

H  6. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H  7. 6. 1 

H  8. 4. 1 

 

 

 

 

 

地区公園 

 

 

 

小  計 

笠 原 運 動 公 園 

 

滝 呂 公 園          

 

 

旭 ケ 丘 公 園  

 

 

  3 ヵ所  

5.78 

 

6.10 

 

 

   7.00 

 

 

   18.88 

5.78 

    

6.11 

 

 

   7.02 

 

 

    18.91 

笠原町平園地内 

 

滝呂町14丁目地内 

 

 

 旭ケ丘10丁目地内 

 

 

  

S 48. 5.14 

 

S 55. 4. 1 

S 60. 3.30 

S 63. 3.31 

S 54. 7.16 

S 55. 4. 1 

S 58. 3.19 

 

運動公園 

 

小  計 

多 治 見 運 動 公 園          

 

 1 ヵ所  

   25.90 

 

   25.90 

   23.81 

 

   23.81 

 星ケ台 3 丁目地内 S 37．7.10 

S 39. 4. 1 

特殊公園 

小  計 

多 治 見 墓 地 公 園          

 1 ヵ所  

   37.60 

   37.60 

   25.80 

   25.80 

 脇之島町 3 丁目地内 S 43. 4. 1 

Ａ  計 27ヵ所 97.85 84.25   
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区分 種  別 名  称 
計画面積 
       ha 

開設面積 
       ha 

位    置 開設年月日 

Ｂ 
 

そ 

の 

他 

の 

都 

市 

公 
園 

 総合公園 

 小  計 

虎 渓 公 園          

1 ヵ所  

- 

       0 

     6.25 

    6.25 

 弁天町3･4丁目地内 S 45. 4. 1 

 

近隣公園 

 

 

 

 

 

小  計 

笠 原 森 下 公 園 

 

古 虎 渓 公 園          

安土桃山陶磁の里公園 

 

滝 呂 里 山 公 園 

 

4 ヵ所  

- 

 

- 

- 

 

- 

 

0 

3.00 

   

0.72 

   1.96 

 

   1.74 

 

     7.42 

笠原町上原地内 

 

市之倉町13丁目地内 

 東町 1 丁目地内 

 

滝呂町5丁目地内  

 

S 34. 4. 1 

H 15．4．1 

S 45. 4. 1 

H  3. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H 21．4．1 

H 25. 9.10 

街区公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠 原 陶 ケ 丘 公 園 

神 明 公 園          

平 野 公 園          

笠 原 平 下 公 園 

笠 原 西 ケ 平 公 園 

笠 原 草 口 公 園 

笠 原 下 原 公 園 

笠 原 上 原 上 公 園 

笠 原 向 島 公 園 

笠 原 平 園 公 園 

笠 原 梅 平 公 園 

北 陵 公 園          

明 和 公 園          

北 丘 第 一 公 園          

北 丘 第 二 公 園          

市 之 倉 公 園          

小 滝 第 一 公 園          

 

小 滝 第 二 公 園          

北 丘 第 三 公 園          

西 ケ 洞 公 園 

 

松 坂 公 園          

北 丘 西 公 園          

北 丘 中 央 公 園          

明 和 東 第 一 公 園          

明 和 東 第 二 公 園          

大 正 公 園 

 

市之倉西第一公園          

市之倉西第二公園          

市之倉西第三公園          

市之倉西第四公園          

市之倉西第五公園          

市之倉西第六公園          

東 栄 公 園          

脇之島北第二公園          

脇之島北第三公園          

脇之島北第四公園          

脇之島北第五公園          

脇之島北第六公園          

    - 

- 

   - 

- 

- 

     - 

     - 

     - 

     - 

- 

     - 

   - 

   - 

   - 

   - 

- 

- 

 

- 

- 

- 

 

- 

    - 

   - 

   - 

   - 

   - 

 

   - 

     - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   - 

   0.64 

0.35 

   0.23 

0.12 

     0.05 

0.05 

     0.11 

     0.10 

     0.02 

     0.05 

0.12 

   0.22 

   0.13 

   0.12 

   0.15 

0.39 

0.16 

 

0.32 

0.12 

0.34 

 

0.13 

   0.17 

   0.57 

    0.16 

   0.16 

   0.12 

 

    0.19 

     0.25 

   0.43 

   0.10 

   0.28 

   0.10 

   0.17 

   0.10 

   0.48 

   0.12 

   0.11 

   0.15   

笠原町神戸地内 

上町 4 丁目地内 

平野町 2 丁目地内 

笠原町上原地内 

笠原町平園地内 

笠原町上原地内 

笠原町上原地内 

笠原町上原地内 

笠原町向島地内 

笠原町平園地内 

笠原町平園地内 

旭ヶ丘 8 丁目地内 

明和町 3 丁目地内 

北丘町 8 丁目地内 

北丘町 8 丁目地内 

市之倉町 7 丁目地内 

小名田町小滝地内 

 

小名田町小滝地内 

北丘町 4・5 丁目地内 

小名田町西ケ洞地内 

 

松坂町 5 丁目地内 

北丘町 8 丁目地内 

北丘町5・8丁目地内 

明和町 4 丁目地内 

明和町 4 丁目地内 

大正・宮前町1丁目 

 

市之倉町12丁目地内 

市之倉町12丁目地内 

市之倉町12･13丁目地内 

市之倉町13丁目地内 

市之倉町13丁目地内 

市之倉町13丁目地内 

東栄町 1 丁目地内 

脇之島町 6 丁目地内 

脇之島町 6 丁目地内 

脇之島町 6 丁目地内 

脇之島町 5 丁目地内 

脇之島町 4 丁目地内 

S  5. 6. 1 

S 45. 4. 1 

S 45. 4. 1 

S 47. 2.28 

S 47. 2.28 

S 47. 3.30 

S 47. 3.30 

S 48.12.11 

S 48.12.11 

S 49. 4. 1 

S 50. 3. 1 

S 55. 4. 1 

S 55. 4. 1 

S 55. 4. 1 

S 55. 4. 1 

S 55. 4. 1 

S 55. 4. 1 

S 55.10. 1 

S 55.10. 1 

S 55.10. 1 

S 55.10. 1 

S 61. 8.30 

S 55.10. 1 

S 56. 3.26 

S 56. 3.26 

S 57. 3.30 

S 57. 3.30 

S 57. 4. 1 

H 25．7.10 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 59. 3.27 

S 60. 3.30 

S 60. 3.30 

S 60. 3.30 

S 60. 3.30 

S 60. 3.30 
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区分 種  別 名  称 
計画面積 
       ha 

開設面積 
       ha 

位    置 開設年月日 

Ｂ 
 

そ 

の 

他 

の 

都 

市 

公 
園 

街区公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脇之島北第七公園          

幸 公 園          

希望ケ丘第二公園          

大 洞 第 一 公 園          

大 洞 第 二 公 園          

北 丘 第 四 公 園          

市 之 倉 東 公 園          

希望ケ丘第一公園          

大 洞 第 三 公 園          

西 坂 第 三 公 園          

西 坂 第 四 公 園          

小名田東第一公園          

小名田東第二公園         

星 ケ 台 公 園 

御 幸 公 園          

上 野 公 園          

西 坂 第 二 公 園          

明 和 南 公 園          

市之倉西第七公園          

元 町 公 園          

滝 呂 北 第 一 公 園          

脇之島北第八公園          

西 坂 第 一 公 園          

滝 呂 北 第 二 公 園          

滝 呂 北 第 三 公 園          

笠原花・水・樹ふれあいパーク  

赤 坂 公 園          

昭 栄 南 公 園          

昭 栄 公 園 

市之倉西第八公園 

住 吉 公 園 

小名田西第一公園 

小名田西第二公園 

小名田西第三公園 

滝 呂 北 第 四 公 園 

笠原上原さくら公園 

高 田 公 園 

坂 上 湧 水 公 園 

東山中央第一公園 

東山中央第二公園 

東山中央第三公園 

松 坂 西 公 園 

笠原セラタウン第一公園 

笠原セラタウン第二公園 

笠原セラタウン第三公園 

笠原セラタウン第四公園 

笠原セラタウン第五公園 

滝 呂 南 公 園 

松 坂 東 公 園 

美 山 公 園 

滝 呂 東 公 園 

滝 呂 北 第 五 公 園 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

0.15 

   0.16 

   0.15 

   0.17 

   0.10 

   0.15 

   0.28 

   0.73 

  0.13 

   0.20 

   0.26 

     0.31 

0.14 

0.14 

   0.13 

   0.10 

   0.58 

   0.10 

   0.29 

   0.13 

    0.12 

   0.30 

   0.52 

   0.21 

   0.29 

0.98 

   0.15 

    0.12 

     0.10 

     0.12 

     0.18 

     0.94 

     0.11 

     0.10 

     0.11 

0.09 

     0.14 

     0.36 

     0.64 

     0.31 

     0.38 

     0.13 

    0.09 

     0.09 

     0.09 

     0.13 

0.69 

0.47 

     0.11 

     0.16 

     0.20 

     0.2 

脇之島町 4 丁目地内 

幸町 5 丁目地内 

希望ケ丘 1 丁目地内 

大畑町大洞地内 

大畑町大洞地内 

北丘町 5 丁目地内 

市之倉町 1 丁目地内 

希望ケ丘1・2丁目地内 

大畑町大洞地内 

西坂町 3 丁目地内 

西坂町 2 丁目地内 

小名田町 6 丁目地内 

小名田町 6 丁目地内 

星ケ台 3 丁目地内 

 御幸町 3 丁目地内 

 上野町 4 丁目地内 

 西坂町 1 丁目地内 

 明和町 2 丁目地内 

 市之倉町12丁目地内 

 元町 4 丁目地内 

 滝呂町17丁目地内 

 脇之島町 6 丁目地内 

 西坂町 4 丁目地内 

 滝呂町17丁目地内 

 滝呂町 9 丁目地内 

笠原町上原地内 

赤坂町 9 丁目地内 

昭栄町地内 

 昭栄町地内 

 市之倉町11丁目地内 

 住吉町 2 丁目地内 

 小名田町 7 丁目地内 

 小名田町 7 丁目地内 

 小名田町 7 丁目地内 

 滝呂町12丁目地内 

笠原町上原地内 

 高田町11丁目地内 

 坂上町 9 丁目地内 

 東山 1 丁目地内 

 東山 2 丁目地内 

 東山 3 丁目地内 

 松坂町 2 丁目地内 

笠原町向島地内 

笠原町向島地内 

笠原町向島地内 

笠原町向島地内 

笠原町向島地内 

滝呂町 1 丁目地内 

松坂町 5 丁目地内 

喜多町 8 丁目地内 

滝呂12丁目地内 

滝呂町 9 丁目地内 

S 60. 3.30 

S 62. 3.31 

S 62. 3.31 

S 62. 3.31 

S 62. 3.31 

S 63. 3.31 

S 63. 3.31 

S 63. 3.31 

S 63. 3.31 

H  1. 3.31 

H  1. 3.31 

H  1. 3.31 

H  1. 3.31 

H  3. 4. 1 

H  3. 4. 1 

H  3. 4. 1 

H  3. 4. 1 

H  4. 4. 1 

H  4. 4. 1 

H  5. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H  7. 3.26 

H  7. 3.26 

H  9. 3.31 

H  9. 4. 1 

H 10. 7. 1 

H 11. 3.23 

H 11. 3.23 

H 13. 3.30 

H 13. 3.30 

H 13. 3.30 

H 13. 3.30 

H 13. 3.30 

H 13. 3.31 

H 14. 3.29 

H 14. 3.29 

H 14. 3.29 

H 14. 3.29 

H 14. 3.29 

H 14. 3.29 

H 15. 4. 1 

H 15. 4. 1 

H 15. 4. 1 

H 15. 4. 1 

H 15. 4. 1 

H 15. 4.16 

H 18. 4.29 

H 18. 4.29 

H 22. 9.15 

H 22. 9.10 
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区分 種  別 名  称 
計画面積 
       ha 

開設面積 
       ha 位    置 開設年月日 

Ｂ 

そ
の
他
の 

都
市
公
園 

 

 

 

 

 

小  計 

笠 原 権 現 公 園 

駅 北 第 2 公 園 

駅 北 第 1 公 園 

駅 北 第 3 公 園 

笠原神戸・栄記念公園 

95ヵ所 

- 

- 

- 

- 

- 

0.13 

0.10 

0.14 

0.12 

0.22 

21.38 

笠原町神戸地内 

白山町1丁目地内 

白山町1丁目地内 

音羽町1丁目地内 

笠原町神戸地内 

H 28. 4. 1 

H 28．5.25 

H 29．9. 1 

H 29．9. 1 

H 31. 4. 1 

特殊公園 

小  計 

喜多町西遺跡公園 

1ヵ所 

     - 

        0 

     0.20 

     0.20 

 喜多町 7 丁目地内 H 11. 3.23 

Ｂ  計 101ヵ所        0    35.25   

Ｃ 

都
市
計
画 

 
 
 

緑
地 

 

都市緑地 

 

音 羽 緑 地          

滝 呂 緑 地 

 

喜 多 緑 地 

 

   0.06 

    4.90 

 

    29.20 

 

   0.07 

 4.87 

 

    29.22 

 

 音羽町 4 丁目地内 

 滝呂町16丁目地内 

 

 喜多町8.9.10丁目・池田

町10丁目地内 

S 59. 3.27 

H 17. 4. 1 

H 25．7.22 

H 18. 4.29 

Ｃ  計 3 ヵ所 34.16 34.16   

Ｄ 

そ
の
他
の 

都
市
緑
地 

都市緑地 

脇 之 島 緑 地          

小 名 田 緑 地          

豊 岡 緑 地          

  - 

   - 

   - 

0.97 

0.74 

   0.08  

脇之島2・3丁目地内 

小名田町小滝地内 

 豊岡町 1 丁目地内 

H  5. 4. 1 

H  6. 4. 1 

H  7. 8. 3 

Ｄ  計 3 ヵ所 0 1.79   

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ  計       134ヵ所   132.01 155.45   

Ｅ 都市公園 

 以外の公園 

 

Ｅ  計 

生 田 公 園          

 

 

 1 ヵ所 

   - 

   

 

    0 

   1.48 

   

 

1.48 

 東町 3 丁目地内 

  

S 57. 4. 1 

 

公園･緑地総計 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ 
135ヵ所   132.01   156.93   
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5．開発指導 
(1) 建築指導 

   ① 建築確認申請状況調べ 

     ア）工事種別申請件数（令和元年度：建基法第6条・1号～4号共）     （単位：件） 

区  分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

新    築 54 30 36 50 31 39 38 41 24 21 38 38 440 

増   築 1 4 6 3 4 2 3 2 2 2 1 0 30 

そ の 他 3 4 2 3 1 1 0 2 2 2 1 3 24 

総   計 58 38 44 56 36 42 41 45 28 25 40 41 494 

※その他は、大規模な修繕・模様替え・用途変更、擁壁・広告塔等の工作物及びエレベーター等の建築設

備を示す 

イ）構造別申請件数 （令和元年度：同上）              （単位：件） 

区   分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

木 造       46 24 35 40 28 32 31 36 21 13 33 30 369 

鉄 骨 造       9 11 7 12 6 9 9 6 4 10 6 9 98 

鉄筋コンクリート造 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 3 

そ の 他       3 3 2 3 2 1 0 3 3 1 1 2 24 

総       計 58 38 44 56 36 42 41 45 28 25 40 41 494 

※その他は、上記以外の構造の建築物・用途変更、擁壁・広告塔等の工作物及びエレベーター等の建築設備を示す 

② 道路位置の指定件数 

区  分 申 請 件 数       指 定 延 長       備      考 

平成27年度 0 0 ｍ    

平成28年度 0 0 ｍ   

平成29年度 3 83.36 ｍ   

平成30年度 3 105.604 ｍ  

令和元年度 0 0 ｍ  

(2) 開発指導 

     許可申請状況調べ（令和元年度）                   （単位：件） 

 区   分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

開発許可 ※１ 3 0 2 1 3 2 1 2 2 0 0 3 19 

建築許可 ※２ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 

都計法適合証明 1 2 2 3 2 0 2 0 3 2 0 2 19 

市指導要綱設計協議 0 1 0 3 1 0 0 1 0 0 1 1 8 

宅造法許可 0 3 1 1 3 1 1 1 5 0 1 5 22 

宅造法適合証明 19 11 17 14 14 16 11 13 11 13 12 10 161 

総     計 23 17 22 22 23 19 16 17 21 15 14 22 231 

※１：都市計画法第２９条に基づく開発許可 ※２：都市計画法第４３条に基づく建築許可 
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(3) 地籍調査事業 

 

① 実施した成果 

区   分 地 区 名 調査面積 

調査実施地区 

下沢町、東町、生田町、多治見 1-1(美坂町)、

多治見 1-4(坂上町)、多治見 1-2(Ⅰ)(陶元

町・山下町)、多治見 1-2(Ⅱ)(星ヶ台)、明

和町２丁目、明和町 3丁目 

笠原町音羽 1、富士 1、釜・富士 2 地区、神

戸１(Ⅰ)、神戸１(Ⅱ)、音羽 2・栄(Ⅰ)、音

羽 2・栄（Ⅱ）、明和 1・5、新富町・上町・

本町、上原 1(Ⅰ)、上原 1(Ⅱ)、明和 4・6 

8.43㎢ 

認証済地区 

下沢町、明和町 2丁目、明和町 3丁目、 

多治見 1-4(坂上町)、音羽 1、富士 1、神戸

1(Ⅰ)、神戸 1(Ⅱ)、音羽 2･栄(Ⅰ)、釜･富士

2、多治見 1-1(美坂町)、多治見 1-2(Ⅰ)(陶

元町･山下町)、生田町、音羽 2・栄(Ⅱ)、多

治見 1－2(Ⅱ)(星ケ台)、東町、明和 1・5、 

上原 1(Ⅰ) 

7.35㎢ 

登記完了地区 

下沢町、明和町 2丁目、明和町 3丁目、 

多治見 1-4（坂上町）、音羽 1、富士 1、神戸

1(Ⅰ)、神戸 1(Ⅱ)、音羽 2･栄(Ⅰ)、釜･富士

2、多治見 1-1(美坂町)、多治見 1-2(Ⅰ)(陶

元町･山下町)、生田町、音羽 2・栄(Ⅱ)、多

治見 1-2(Ⅱ)(星ケ台)、東町、明和 1・5 

6.88㎢ 

 

② 事業内容 

年度 調査工程 地 区 名 調査面積 

令和

元 

地籍簿(案)・地籍図

(案)の作成、閲覧

(H1・H2工程) 

上原 1(Ⅱ) 
(笠原町字寺浦、茶屋浦、平下の一部) 

0.44㎢ 

現地立会い・一筆地測

量(E2～G工程） 
明和 4・6(明和町四丁目、六丁目) 0.47㎢ 

土地所有者戸籍調査

(E1工程) 

新富町・上町・本町(新富町、上町、

本町七丁目・八丁目) 
0.17㎢ 
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6．コミュニティバス 

(1) 運行の経緯 

・平成15年 6 月20日から平成16年 1 月19日までの 7 ヶ月間、実証実験を実施。その後も運行を

継続。 

・平成16年10月 1 日からは、実証実験でのルート・ダイヤ等を変更し中心市街地線として本格

運行。公募による「ききょうバス」を愛称に採用。 

・平成17年 8 月 1 日から福祉バスをききょうバスに統合し、一部ルート・ダイヤを変更して、

総合福祉センター・太平公園線の運行を開始。平成19年 4 月 1 日から前年に合併した笠原町

を運行区域に加え、一部ルート・ダイヤを変更。 

・平成21年６月から北ルートの一部区間（バロー多治見店から総合福祉センター･太平公園）

を４循環／日から８循環／日に増便。 

・平成25年４月15日には駅周ルートを中心市街地線に取込み、ルート・ダイヤを大きく改編。

運行エリアもJR太多線小泉駅前まで拡大。前山ルートと坂上ルートは毎日11便、小泉ルート

は平日10便、土日祝日は修道院からセラミックパークMINOまでルートを延伸し９便に増便。 

・平成26年10月１日に改編を実施。前年に実施した改編によるルート延伸により交通渋滞の影

響を受け運行遅延が顕著となったため、全ルートを見直し短縮して遅延を解消。また、小泉

ルートは、ルートを延伸したものの利用者が伸びず、期待した効果を得られなかったことも

踏まえ、日常生活の移動用の宝町ルート（平日13便）と休日の観光用のオリベルート（土休

日７便）に分割。前山ルートと坂上ルートは始発時間を早めて毎日12便に増便。 

・平成27年10月１日に宝町ルートのルート・ダイヤ等を変更。要望の多かったピアゴ多治見店

に往復で乗り入れることで多治見駅北口とバロー多治見店の間を相互に行き来でき、より買

い物に便利なルートに改善。60分間隔の運行としわかりやすいダイヤを実現。 

・平成28年10月１日に改編を実施。宝町ルートを平日運行から毎日運行に変更。オリベルート 

の名称をオリベ観光ルートに変更し、土日祝６便に減便。 

・運行効率化のため、宝町ルート11便を平成31年3月31日に廃止。また、利用者の減少が顕著

であったことから、総合福祉センター・太平公園線を平成31年３月29日に廃止。以降、廃止

した８路線の内、路線バスへの乗り換えが難しい３ルート（姫・大針ルート、旭ケ丘・小泉

ルート、共栄・明和ルート）において、予約運行型の「バスタク」を運行中。 

 

(2) 運行ルート 

市役所、多治見駅、市民病院など主な公共施設等や商業施設、中心市街地近辺の住宅地を

主なルートとした前山ルートと坂上ルート及び宝町ルートがある。オリベ観光ルートは休日

（土日祝）にオリベストリートや美濃焼ミュージアム、セラミックパークＭＩＮＯ等の観光

地をつなぐルートを運行している。 

なお、ルートは、利用状況や市民の意見等により随時見直しを行う。 

 

(3) 運賃 

・一乗車につき 100 円（小学生以上）ただし、一部 200 円運賃区間あり。 

・平成16年10月 1 日から 1 日券(300 円)の販売を開始し、路線バスの回数券利用も導入した。 

・ 平成25年4月15日から路線バスからききょうバスへの乗継券制度を導入した。 

・障がい者及び運転免許証自主返納者は通常の運賃から半額。
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(4) 利用状況 

令和元年度の利用人員 

  ・ききょうバス中心市街地線（４ルート）   131,910人 

  

                                 （令和元年度） 

 

        利 用 人 員（人） 

坂上 

ルート 

前山 

ルート 

宝町 

ルート 

オリベ 
観光ルート 
(土日祝日) 

合 計 

４月 3,684 3,424 2,427 467 10,002 

５月 3,999 3,428 2,490 925 10,842 

６月 3,705 3,561 2,604 550 10,420 

７月 3,937 3,861 3,075 411 11,284 

８月 4,630 3,682 3,295 501 12,108 

９月 4,455 3,862 3,160 539 12,016 

10月 4,255 3,746 3,251 496 11,748 

11月 4,228 3,632 3,424 559 11,843 

12月 4,235 3,819 3,403 404 11,861 

１月 3,850 3,366 2,972 606 10,794 

２月 3,582 3,229 2,764 618 10,193 

３月 3,253 3,012 2,285 249 8,799 

合  計 23,403 20,804 18,099 2,932 131,910 

一日 

平均 

平日 148.7 131.3 102.8   

土休 95.2 87.6 83.3 52.3  

計 131.4 117.1 96.6 52.3  

（運行日数 365日） 

 


